
発行日 令和７年１１月2５日 岩代集落支援員だより 第９２号

※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

↑諏訪神社の三匹獅子。子ども達の舞に熱い視線が注がれました。

↑→
りん組それぞれの
子どもたちと

→お面の大人も数え
ると10名近い踊り手
が勢ぞろい。諏訪神
社の境内は見物の人
達で埋め尽くされま
した。

杉沢地区
愛宕神社の三匹獅子

「お諏訪さまの三匹獅子」と呼
ばれ、一対のササラ竹の間で三
匹の獅子が舞い、ササラ持ちを
務める子ども達も竹を擦って音
を奏でます。諏訪神社では最初
に子ども３人による獅子舞が奉
納され、次に大人たち（手伝い
獅子）が獅子舞を奉納する習わ
しになっています。

◆取材を終えて◆

祭りは人と人をつないでくれる楽しい場所♡
祭りのパワーを改めて実感しました！

十
一
月
三
日
、
岩
代
地
域
で
は

各
地
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
初
森
と
杉
沢
の

祭
り
を
取
材
。
魅
力
あ
ふ
れ
る

シ
ー
ン
や
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
声

を
紹
介
し
ま
す
。

「
毎
年
続
け
る
こ
と
が
目
標
！
」
初
森
＆
杉
沢
の
十
一
月
の
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
♪

初森地区
諏訪神社の三匹獅子

愛宕神社の三匹獅子舞では、
太郎獅子、次郎獅子、雌獅子
の３匹が2本のササラ竹の間
を舞います。愛宕神社の後は
羽山神社、稲荷神社で舞を奉
納し、最後に夕方5時頃から
三渡神社で奉納します。

←祭りが終わ
ると、やぐら
に飾られた祭
飾りをもらい、
帰途に着きま
した。

←コロナ期間、
2年間お休み
しました。今
年は初めて女
の子がササラ
つりを務めま
した。

「今年は緊張し
てよく眠れなかっ

た。でも頑張りました」
「踊るのが楽しい！」な
どと子どもたち。小学生
と就学前の5人の子
ども達が大活躍

しました！

☆祭りの魅力☆
三匹の獅子が一人ずつ前に出てき
てお面の大人と舞うシーンでは、
舞い姿から個性が伝わってきます。

←親子連
れも大勢
参加しま
した。

古くは「明神様」とも呼ば
れた岩代最古の三渡神社に
は出雲流神楽が伝えられて
います。素面で舞う十二神
楽とお面を付けて舞う神能
が毎年奉納されます。

杉沢地区
三渡神社の太々神楽

←コロナ期間は休ん
でいましたが、昨年
から再開。今年はサ
サラ持ちの子どもた
ち2人を外孫にお願
いしたそうです。

☆祭りの魅力☆
舞の奉納を終えて衣装を脱いだ
子ども達の笑顔が爽やかです！

☆祭りの魅力☆
三匹獅子舞が終わると縁起物の餅ま
きが行われ、歓声がいっぱいでした。

☆祭りの魅力☆
それぞれの舞にストーリーがあり奥深い
ので、知れば知るほど楽しめるそうです。

☆祭りの魅力☆
夕方頃から地元の
人たちが三渡神社
の境内に集合。三
匹獅子舞が始まる
と、一舞ごとに拍
手で応援し一体感
が生まれました。

☆祭りの魅力☆
獅子舞とササラつり
の子どもたちは、皆
さん小学生です。一
生懸命に踊っている
姿が感動的でした！

おかめやひょっ
とこなどのお面を付け
た大人たちが一緒に踊
ってくれるので、子ど
も達も安心してのびの
びと踊っている様子。
楽しそうでした！

ひょっとこのお面を
付けた人が現れて、楽し
いしぐさでお餅をまきま
す。「今年は誰が餅まき
をしているのかな？」と
想像するのも楽しみの一
つだそう。餅まきの後は、
素面による締めの舞が
行われます。

小学生の頃に三匹
獅子を務めた中学生や
高校生もやってきて、
熱い視線で見守る様子
が印象的でした。なか
には体でリズムをとっ
ている人たちもいま

した。

祭りを見ている人たちから「見ていて胸が熱くなった」「涙が
あふれた」といった声が、また祭りに関わる人たちからは「祭
りはやんねば！」という声が聞かれました。古き良き時代の祭
りを続けていくことで、地域の人達が集い、心をひとつにする
大事な場になっていることを改めて感じた一日でした。
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※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

紙
芝
居
を
し
て
く
れ
た
の
は

田
沢
出
身
で
田
村
市
在
住
の
大

川
原
優
子
さ
ん
。
「
学
校
統
合

等
の
話
を
聞
き
、
ま
す
ま
す
過

疎
化
し
て
元
気
が
な
く
な
っ
て

い
く
故
郷
の
た
め
に
自
分
で
も

何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
思

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
が
大
自
然
の
中
に
。
忘
れ
が
ち
な

大
切
な
こ
と
が
、
今
、
こ
こ
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
」

斎
藤
り
ん
ご
園

齋
藤
美
穂
さ
ん

岩
代
の
女
性
発
☆
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
／

今
年
の
紅
葉
は
と
て
も
美
し
く
、

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
晴
れ
の

日
も
雨
上
が
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し

さ
が
あ
り
、
心
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

岩
代
地
域
に
移
住
以
来
、
安
達
太

良
山
や
羽
山
、
日
山
が
身
近
な
存
在

と
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
移
り
変
わ

り
と
共
に
み
せ
る
景
色
を
見
て
い
る

と
、
高
村
光
太
郎
の
詩
集
「
智
恵
子

抄
」
に
出
て
く
る
言
葉
、
ほ
ん
と
う

の
空
を
思
い
出
し
ま
す
。
自
然
が
私

た
ち
に
与
え
る
活
力
や
気
力
、
癒
し

は
計
り
知
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
今
、
農
業
を
生
業
と
し
て
い

ま
す
が
、
以
前
は
違
う
職
種
に
就
い

て
い
ま
し
た
。
農
業
に
関
わ
る
よ
う

に
な
り
、
今
ま
で
意
識
に
も
の
ぼ
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
直
面
し
、
難
し
さ

や
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
を
通
し
て
教
え
ら
れ
る
こ
と

は
数
知
れ
ず
。
自
然
と
向
き
合
う
こ

と
は
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
で
も
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
が

身
近
で
あ
り
な
が
ら
、
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
自

分
の
こ
と
も
一
番
知
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
実
は
知
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
り
も
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

気
づ
き
に
私
を
向
か
わ
せ
て
く
れ
た

の
は
、
自
宅
の
前
に
広
が
る
数
千
本

の
り
ん
ご
の
木
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
環
境
の
要
因
は
い
く

つ
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
、
ノ
イ
ズ
が
少
な
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
移
住
し
一
カ
月

ほ
ど
は
、
夫
に
「
静
か
だ
ね
。
鳥
の

声
を
う
る
さ
く
感
じ
る
な
ん
て
」
と

い
い
続
け
て
い
ま
し
た
。

不
便
で
な
に
も
な
い
と
、
悪
い
面

に
ば
か
り
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
自

分
が
ま
だ
ま
だ
い
ま
す
。
し
か
し
、

目
の
前
に
当
た
り
前
に
あ
る
か
ら
こ

そ
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
大
切
な

こ
と
が
、
今
、
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
自
然
の
中
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
源
泉
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

★おひつじ座・B型
★休日の過ごし方＆趣味:温泉に行く。好き

なものを食べに行く。:からだを動かす。
★夢やしたいこと:イノベーションの源泉と

なる街・居場所づくり♡

日本地図を描いて、
物語の舞台となった
場所や道のりを紹介
してくれました。

地元の伝説を紙芝居で紹介♬ 笑いがあふれる楽しい時間でした♪

矢
内
千
秋
さ
ん→

齋
藤
美
穂
さ
ん

サロン
訪問記

九
月
二
十
四
日
、
田
沢
桜

平
の
『
さ
く
ら
サ
ロ
ン
』
で

は
紙
芝
居
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

「ドキドキの体験でしたが、
みなさん楽しんでくださった
みたいで嬉しいです」と大川
原さん。来年の4月以降は時
間ができるので、サロン等で
紙芝居を上演したいそうです。
興味のある方は下記までご
連絡ください。

紙芝居上演しませんか？
サロンや団体の方へ、お気
軽にご連絡ください♪

紙芝居の合間にスト
レッチ体操を行い、
両手、両足を動かし
たので、気分転換も

できました。

っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
。

そ
し
て
図
書
館
で
見
つ
け
た

『
岩
代
の
昔
話
』
を
基
に
紙
芝

居
を
行
う
こ
と
を
思
い
つ
い
た

そ
う
で
す
。
こ
の
日
は
「
機
織

御
前
（
は
た
お
り
ご
ぜ
ん
）
」
「
日

山
の
天
狗
」
等
、
田
沢
や
百
目

木
を
舞
台
に
し
た
昔
話
を
紹
介
。

「
つ
い
引
き
込
ま
れ
た
」
「
楽

し
か
っ
た
」
と
大
好
評
で
し
た
。

☎070-8575-2910
（大川原さん）

※

編
集
部
注
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

「
革
新
」
「
新
機
軸
」
「
新
結
合
」
と
い

う
意
味
。
技
術
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
広
範

な
意
味
で
社
会
に
新
し
い
変
革
を
も
た
ら

す
ア
イ
デ
ア
や
取
り
組
み
の
こ
と
。

地元に馴染みのあ
る場所が舞台なので、
親しみがわき、サロン
の皆さんは真剣にお
話を聞いていました。

▲岩代図書館ボランティア「おはなしタンポポ」の了承を得
て、『岩代の昔話』という本の中の作品を紹介しています。


